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大型魚礁設置効呆調盃

I 調重量昌的

4 1年度初弧尉中r，4 2年度平館沖および43年度小泊沖K設置された大型魚犠の設量効呆を把握する
と共VC，今後の効率的刷用の促進を計る。

H 詞査内容

1.調査期閥 昭和45年6月~昭和46年2月まで

2. 調査場所

下北郡風間浦村下風呂沖

東津軽郡平館村沖

北津軽郡小泊村沖

第 1図下風呂沖大型魚像設量位置図

場大型魚礁投入位置

ζ〉天然漁場
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調査員および詞査船

調査員 調査謀長豊川

技 師沢田

技 師団村

A 下風呂地区

(1) 

3. 

調査船(2) 
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小泊地区

4. 調査項目

(1)魚樵利用度

(2) 漁獲量左らびに漁獲努力

C 



(3) 漁獲試験

(4) 標本船調査

5. 調査方法

(1) 4の(1)は間取れおよびアングート調査

(2) 4の(2)は各漁協資料を使用

(3) 4の13)は傭船を使用し一本釣調査

(4) 4の14)は様本船の出漁日毎に漁場別漁獲量を魚種別に記録

血詞妥結呆

1.下風呂地区

(1) 魚線別用度 43年には地元動力船全船(78隻)によって周年利用された.各船の総出漁回数，

総、漁鑑量K対する魚犠周辺での操業日数および漁獲量は50-60%に達する。動力船4隻当りの

魚犠周辺漁場の利用日数は年間平均 80日前後で， 44， 45年も同様であったo

(3) 漁獲量ならびK漁獲努力

魚線設置後，動力漁船様動日数VC，それほど変動はない(第1表)。

第.1表 下風呂における動力漁船稼動状況表 (漁協資料) 単位隻

年1度5別1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

4 4 993 1，028 51 3 601 1，090 298 362 719 87 t 747 1，435 916 9，473 

4 5 757 735 807 1，263 1，154 406 315 706 867 461 808 769 9，248 

しかし漁船数の増大と共VC，漁船の大型化および装備の近代化が進んでいるので，漁獲努力は増加
しているととが予怨される(第2表)。

第2表 下風呂漁協Kおける漁船勢力の推移 (漁協資料)

JU毒性 4 3 44 4 5 

隻 数 ト ン数 隻 数 ン数 隻 数 ト ン数

1 

3 

5 

~ 3トY 7 3 1 5 8.7 5 7 5 162.2 2 76 164.4 7 

~ 5トン 3 1 1. 9 1 4 1 o.5 2 1 3 4 7.2 6 

，、‘' 。 。 。 。 7 42.05 

計 76 1 7 0.66 7 9 1 7 8.74 9 6 2 5 3.7 8 

附和45年K眠っては，その増加分の殆んどが，イカ釣漁業に対してであ九魚犠関連魚種への

漁獲努力は減少した。そのためヒラメ，ブリ，アイナメ左どの漁獲量が減少したものと考えられる

(第 3表)。
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第3表 下風巴漁協年度別魚種漁後量 (漁協資料)

魚...____種:---.:::'年¥度、 40 4 1 4 2 4 3 

占R イ
2 7且IQ 14 kg 15k9 g K9 g 

タ ナゴ 3，0 6 2 1，5 1 6 3，02 6 1，4 7 1 

サ グ 4 。 7 44 5，474 

宅司F A 2 2，2 1 4 2 2，86 4 8，0 1 8 2 8，5 7 7 

サ メ 20，086 7，663 9，603 1 0， 7 2 5 

フ 8 2 1 558 894 3，246 

クロソイ 3，3 7 4 2，2 3 2 1，1 7 8 8，530 

アイナメ 2，643 2，3 74 92 8 3，1 8 7 

ヒ フ メ 1 3，1 7 8 1 2，5 2 9 2 2，2 56 13，245 

カ レイ 1 8，4 2 4 ラ， 75 5 7，2 2 1 3，259 

メ ノミ ノレ 386 。 。 1 2 

ホ :}' ケ
。 。 。 。

ヵラフトマス 2，90 1 7，23 6 3 9，80 6 3 3 

ス ズキ 7，0 9 0 1 1，62 3 9，1 1 3 2 2，4 6 3 

アジコク 一 一
ヤリイカ 44 4 276 2，004 4 1 

スルメイカ 5 2 2，0 2 5 4 9 0，5 8 2 5 2 9，6 2 7 7 3 1，2 2 5 

~ コ 4 0，5 6 1 5 7，7 6 8 6 6. 7 1 2 50，6 1 6 

./線は不明

(3) 漁獲試験 8月と 9月の 2回一本釣Kよって行った(第4表)。

第4表 大型魚犠周辺Kおける試験操業結呆表

第 1 回 4 5年8月7日 第 2 回

天 候 く も p 天 候

風向， 風力 N 風向，風力

潮流向，流速 sw 1 (推定)mi 1 e 潮流向，流速
透 明 度 12m 透 明 度

釣獲人員 2人 釣猿人員

釣獲時刻 1 0-1 4時 釣獲時刻

水 温 2 1. 8.C 水 温

魚 種 尾数 重量

サ ;~ 0.9K'I 

スルメイカ 4 O. 5 
漁獲状 t兄

ムシガレイ 1 6 3.5 
漁獲状況

計 2 1 4.9 

4 4 4 !') 

K5 9 

1，2 4 6 1，78 0 

281 40 1 

8，2 6 6 20，038 

1 8，8 50 2，964 

2 0，66 6 832 

8 5 4 2，9 86 

2 5 4 52 9 

2 8，2 0 0 4， ii 0 7 

1 5 6 97 5 

176 1，1 2 8 。 662 

1 1，96 4 

1 5，0 9 8 2 6.8 6 8 

6 3，4 2 1 4 2，6 8 7 。 。
994，695 5 8 3，2 2 6 

9 3，93 8 4 9，2 7 4 

4 5年9月12日

く も p 

w 3--4 

sw 1 --2 (推定)mi1 e 

2人

8-1 1時

2 3.1 C 

魚 種 尾数 亘量」
可司F ダイ 2.9 K'I 

ヒ フ メ 2 1.4 

ムシガレイ 3 0.4 

ホシザメ O. 9 

計 7 5.6 

魚探での魚群反応、は周辺漁場より多く，反応、の種頬も多様であり，魚燥に集った魚種の豊富念ことが

うかがえたe
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(4) 標本船調査

月別の魚繰周辺漁場への出漁日数を第 5表，魚種別漁獲量を第 6表K示した。

第5表 標本船の魚儀周4漁場への出漁状i5e. (標本船資料)
標番 出

漁
月 Bリ 出 漁 日 数

本
日

. 船号 数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1 6 8 8 9 1 2 1 8 1 3 5 3 。。。
2 108 1 6 1 2 1 9 2 4 2 5 6 5 。 。
3 6 9 1 3 1 7 1 4 2 1 3 。。。 。
4 1 6 2 9 3 。。。。。
5 8 5 8 1 0 8 1 3 1 7 1 9 8 。 。
6 7 7 9 7 1 3 2 0 1 9 3 5 。 。
7 8 7 1 1 9 1 3 1 7 2 5 6 6 。。。
8 7 0 4 8 1 3 2 0 1 4 9 2 。。。
9 8 7 8 9 1 8 2 1 1 9 4 6 。 2 。
1 0 8 5 14 1 1 1 3 2 0 1 9 5 。。 3 。
合 言十 7 5 2 9 3 9 :3 1 3 2 175 1 5 7 5 7 3 5 Q 9 。
一隻平均 7 5.2 9. 3 9.3 1 3.2 1 7.5 1 5.7 5.7 3. 5 。0.9 。0.1 
第6表 標本船の漁獲状況表 (位し 45年1月1日から 11月21日まで)

出 -11  

魚 種 Jjlj 漁 獲 量 ( k g ) 
漁 出 漁

it在
日 日獲

ヨ司E ス プリ ヒラメ アンコウ タ コ スズキ その他 計 数 当量
Kg Kg Kg Kg Kg Kg Kg 

l，276 KF 
日 Kg 

1 455 1 6 188 3 7 580 6 8 1 8 

2 619 6 2 9 50 3 4 8 3 8 2 2 1，5 9 8 108 1 4 

3 413 7 169 9 1 1，70 2 1 1 9 7 0 2，5 7 1 6 9 3 7 
‘色

4 8 2 5 8 8 9 4 2 6 268 1 6 1 6 

5 1 2 1 1 5 2 2 4，1 7 1 495 1 5 4，839 8 5 5 6 

6 8 5 8 4 7 1，7 5 5 2 7 5 600 1 5 2，7 8 5 7 7 3 6 I 

7 1 5 9 3 9 1，3 3 8 4 2 0 934 189 3，079 8 7 3 5 

8 459 149 767 5 7 1，4 3 3 7 0 2 0 

9 437 1 4 3 2 1 7 4 441 92 4 1 0 2，032 8 7 2 3 

1 0 6 0 1 2 7 3 1 1 8 6 54 1，4 0 3 8 5 1 6 

合 言十 3，471 7 7 3 5 8 3.654 7，3 5 5 6，005 40 4 2 1，2 8 4 752 

ー隻平均 347 7 3 5 365 7 3 5 6 00 4 0 2，1 2 8 7 5 2 8 

漁後比率
% 16.6 O. 3 1.6 1 7.2 3 4. 5 2 8. 2 1 6 100 
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魚犠刷用の頻度が最も高いのは 4・日月であれ例年 11・12月に出漁日数か増加するのに反し

滅少していゐ。これは昭和4f)年は海況が異常で，魚儀周辺漁場への凪遊魚の来遜が少i1:かったこ

とKよるものと考えられゐ。

2.平館地区

(1) 魚繰剥用度 昭和44年Kクロソイの集魚が確められてから，利用組屈が拡大し， 4 5年には今

期j東部漁協奥平部，砂、ク森部落からそれぞれ 3-4隻，平館村平館石崎漁協の約 10隻か刷用して

いる。利用時期は 2-10月で，集魚ずる魚軒の主体か比較的函返1主の風であるクロソイであるた

め，特に春期と秋期K集中する傾向があふ。
(2) 漁後道左らびK漁、後努力量 魚、係周辺漁場百での月別の出漁隻数，魚栓別漁生徒量を第 7表K示した.

第 7表大型魚犠およびその周辺持、敬和用1犬OL表

時
漁 獲 量

ヒラメ プリ タ イ クロソイ メパル

1 

2 
(31) 
31 

3 
(56) 
56 

4 
(864) 
869 

5 4 
(47) 

25 
83 

6 190 
(59) (7) 
85 97 

7 2.057 25 
(23) 192 60 
481 

8 %4 298 186 85 

9 89 55 34 
(481) 

190 
836 

1 0 105 31 83 
(301) 

33 
495 

1 1 129 117 158 

1 2 

言十 3，348 228 1(32234) 4 (燃L (η 490 

摘要:括弧内数字は大型魚議での漁獲量

下段は全体漁後量

( K9) 

油ザメ アイナメ その他|

138 38 

(6) (40) 
84 152 

99 155 

445 54 364 

14 349 

21 
(5) 
22 

92 
( 5) 
191 

122 150 

445 
(6) (50) 
625 1，421 

魚係での絵;漁猛量のうち，クロソイが95.6%を占める。

(3) 漁主主試験 1 0月1回一本釣によって実施した(第8表)~ 

-1 6-

延 延隻 魚業
出 僚船

計 漁 出数 附数 s/A 
日 近
重文 漁A 操B

(31) 
31 
3 37 3 8.1 

( 56) 3 95 3 3，1 
56 

(864 ) 20 346 100 
l. 045 

(93) 22 
348 

73 42 57.5 

(66) 35 310 26 8.4 
627 

(23) 、43 585 3 O. 5 
3，680 

(81) 51 442 4 0.9 
1，896 

(486) 27 86 11 12.8 
1，247 

(3C063) 3 25 127 28 22.0 

676 14 211 8 3.8 

C2P:J_5) 24312，312 228 9.0 
10，635 



第 8表一本釣漁獲試験結呆

天 候 は れ 漁 獲 物 摘 妄

風向風力 W 2 魚 種 尾 数 重 量

K!i' 傭船ー心丸
水 温 19.8 C アプラメ O. 7 

mi 1 e 2.5トン

潮流向，流速 SE V弘主/4(推定) ソ イ O. 3 

ムシガνィ 3 0.2 
釣猿人負 2名

釣獲時刻

言十 う 1.2 8時-12時
'-・

(4) 標本船調査乎館，石崎両漁協管内の一本釣，延縄漁船の中から 10隻を選定した。魚種別漁獲量

を第9表K示した。

第9表 標本船毎の漁独量集計表

様巻 漁 獲 量 A B 
本 魚繰から B/A 
船号 ヒラメ フ リタ イ タロソ 4 メバル 泊ザメ アイナバ その他 計 の漁盤量

168 22K8 g 2ラK7g 
K!i' K!i' 44K5 F 21 K1 g %k7 g 3，.7身 守 も1 

2 1，657 1，.489 202 38 10 3，396 873 25. ? 

3 1，001 1，ο01 1，001 100 

4 62 21 66 65 215 51 24.1 

5 4 27 22 242 117 412 。 。
6 867 300 288 68 262 1，785 う7 3.2 

7 29 29 23 79.3 

計 3，348 228 1，244 2，833 4如 445 625 1，42..1 10，635 /2，005 18.8 

クロ Yイの漁獲量が大半を占める。

3. 小泊地区

(1)魚儀制用 設置後2年目であるが，か左りの頼度で制用されている(第10表)。利用時期は主

として 5-9月の夏期K集中している。

-1 7-



第10表 4 5年 大型魚繰およびその局辺漁場夏期利用吠侃表(普及員資料)

CFL 
利 延隻 延 人 魚 種 方リ 漁 猿 量 (K9 ) 

用
刺 別 計

船
数 用数 用 員 タ イ メバル タロソ4 アイナメ その他
隻 隻 人

5 4 9 44 2ω 360 1∞ 10 730 

6 14 62 265 7 1，235 955 263 32 2，，492 

7 22 141 707 2，897 755 872 395 22 4，941 

8 24 212 958 3，933 573 673 375 27 う，'581

9 21 163 754 2，785 兄0 542 275 17 4，119 

10 14 49 206 969 163 395 173 10 1，710 

計 99 636 2，934 10，591 3，486 3，797 1，583 118 19，573 

(2) 漁獲量および漁猿努力量年別，魚種別漁獲量については第 11表K示した。

第11ヨ 小泊村VC$'ける年別魚種別漁獲量

涌戸空 4 3 44 4 5 

数 量 金 額 数 量 金 額 数 量
正g 円 K9 円 K9 

プ 442 1 0 1，80 2 336 7 3，92 3 。
サ メ 3， 1 1 5 2 8 7，6 8 1 1 6，1 8 2 2 4 2，7 3 6 4 1 2，0 5 7 

、
タ イ 1 9，6 8 3 3，3 4 3，9 5 1 3，1 7 2 1，2 9 u，4 1 4 1 1，5 8 3 

タ ナ コ. 7，623 1，0 4 5，0 3 8 6， 3 0 3 6 3 3，6 3 3 1 1，7 7 1 

カ レイ 1，7 5 3 2 5 7，8 9 2 438 1 4 0，2 8 0 1，1 7 8 

ヒ フ メ 4，1 7 7 1，1 4 8，940 3，9 6 7 1，2 0 3，2 1 7 4，3 4 7 

クロソイ 1 4， 7 0 7 2，4 0 0，5 5 8 8，2 1 5 1，7 1 4，8 8 7 1 6，8 3 0 I 

アイナメ 1 7 7 2 2，8 1 5 。 。 。
ヤブギメバル 8 1 7，60 1 1 02，4 5 9，03 1 34 3，2 3 1 6 2，2 4 2，54 3 5 8 9，8 9 9 

ヤリイカ 1 0 1，0 1 9 

スルメイカ 4，2 4 1，2 0 3 

そ の他 3，3 52 

年々漁船の大型化，装備の近代化か進み，それK伴って漁後努力は増大していることが予想される

(第 12表}
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第 12表 小泊地区漁船勢力の推移 (漁協資料)

出区分
目白 和 4 0年 H古 手口 44年

無動力船 動 力 船 無動力船 動

階層区分 隻数 ト :/ 数 隻数 ト ン 数 隻数 ト ン 数 隻数

日トンフ転i筒 164 1 2 2.4 9 1 3 7 3 5 4.4 0 126 1 0 0.8 0 1 1 7 
トン

5 -1 0 う.3う 1 0 
トン

1 0 ~ 21 7 1 0 6.2 6 1 7 
トン

20 -50 2 5 9.2 9 9 

トン
50-100 2 

計 1 6 4 1 2 2.4 9 143 う2う.30 126 100.80 1 4 5 

13) 漁狼試験 9月1回一本釣によって実施した(第13表)c 

第 13表小J自における漁後試験結呆(4 5・9・25実施)

天 イ民 く も p 漁 猿 物 摘

風 向 w 魚 才重 尾数 重量 調査船(傭船)

風 力 チダ イ 2 50 9 漁宝丸 4.31トン 25 HP 

釣住人員 3名
流 向 NE アイナメ 80 

H 時刻 9-12時mi 1 e 

力 船

ト ン 数

1 9 3.1 2 

9 1. 1 0 

1 3 7. 4 9 

3 5 9.4 9 

1 2 5.1 0 

906.3 0 

主是

流 速 1-2 (ナ碇) そ の他 3 3 4 1 その他の魚種 ヤナギメバル，ベラ，

7.k 温 / 言十 6 930 カナガシラ

(4) 様本船調査 地元の5トン未満の小型車力ブJ船 10隻を選定した。結呆については第 14表K示し
た。

-1 9-
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第 14表 小泊における様本船漁獲量集計表

可?! 漁 獲 数 量 ( Kg ) 
言十

延出漁

メバルクロソイ タ イ ヒラメ アイナメ スノレメイカ その他 日 数

1 1，050 7 28 1，085 23 

2 878 10 888 1p 

3 675 5 166 847 24 

4 1，023 59 1C衿 4 13 1，284 2，577 59 

5 530 952 25 3 4 55 1，569 45 

6 (144054 ) (85) (206 ) 54 
(3U) 

2，240 (1 1000 ) 
(285) (5) 

151 3.006 43 

7 (171。) (223 ) (249) 17 
( 127) 

2，160 
(770) (25) 。 13 4 2..194 20 

8 
(202) (207) ( 1，090) 22 ( 116) 270 

(28) ( 1，643) (51 ) 
51 。 156 2 564 1. 06う 21 

9 
(147) (298) (978) (128) 

410 
(99) (1，650) ( 43) 

127 60 57 。 1，899 2，553 30 

1 0 
(0) (0) (50) 

330 
(50) (4) 

152 39 50 572 34 

1 1 285 13 31う 2 393 1，008 63 

1 2 444 。 . 644 5 1，093 45 

計 6， 329 2， 105 2，888 1，059 438 5，080 4，956 22，855 551 

一漁 数量 5，669 1，292 501 1，059 37 5，080 4，819 18，4う7 423 

般場 % 88.6 61. 5 17.3 100 8. 5 100 97.2 80.8 76.8 

魚漁 数量 660 813 2，387 。 401 。 137 4，398 128 

儀場 % 10.4 38. 5 82. 7 。 91. 5 。 2.8 19.2 23.2 

集計できた標本船 5隻の絵、漁獲量のうち魚、線での漁強か多かった魚檀は，アイナメ，タイ，クロソイ

のj辰であった。

IV 嗣査の成朱および今後の謀週
1. 調査の成呆

(1) 下風呂地区

A 魚儀周辺漁場は周年利用され， 1隻あたり平均利用日奴は80日前後であゐ。

B 魚儀隣接漁場でのヒラメ，ブリ，スズキの件、後量は増加していふ。
C 魚樵上での魚探反応から集魚々経の多様性がうかかえた。

(2) 平館地厄
A 魚候不U用時期は2~ 10月で 4， .'i月と 9. 1 0月か特に多い，

B 魚犠での漁後初の大半がクロソイで占められ，i魚住量からも，その渠魚、効呆は明らかと在った。
(3) 小泊地区

A 魚健、利用時期は日 ~9 月の夏期に集中している。

B 魚首長での告書J位:量の多い魚種としては，アイナメ，タイ，クロソイ左どか，挙げられゐ。
2. 今後の問題点

(1)問題点
A 魚仮設量効呆は資板、の来送量その他の不確定安素によって影響され易いため，その判定に難し

さはあゐか，これら各安素を正確に把握すゐ資料を十分に持て左かったことか，一層その闘難さ

をますこととなった，

B 漁狼試験で十分に集魚状態を詰め得左かったのは，その時期，万法に少左からず問題刀、あった。

(2) 今後の諒也

A 能率的~，法を用いゐと共 VC ， 水中テレビ等をれ用すゐことにより，正確左集魚1犬態の把握を言十
ゐ。

B 漁後対象魚の生活の場としての，魚係の役割を解明するためにも，生物的民境調査の充実を凶

ゐ.
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